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株 主 通 信

証券コード：6413

� 会社案内

・コーポレートガバナンスに関する報告書
・決算短信
・有価証券報告書／内部統制報告書

� 株主通信

広報誌「理想の詩」

コミュニケーションをテーマ
にさまざまな情報をお届けし
ています。

●広報誌の購読について
Webサイトの申し込みフォー
ムまたはハガキで受け付けて
います。

その他の情報開示・コミュニケーションツール
http://www.riso.co.jp/

・ ごあいさつ ・ 会社概要 ・ マネジメント
・ 事業拠点一覧 ・ あゆみ ・ 採用情報
・ 株主・投資家情報

� 企業情報

・ 環境保全のための理想科学の基本方針
・ 環境保全に向けた取り組みと実績
・ 製品の環境対応 ・ 環境経営報告書

� 環境への取り組み

・ お客様とのかかわり ・ サプライヤーとのかかわり
・ 株主•投資家とのかかわり
・ 地域社会とのかかわり ・ 社員とのかかわり
・ 一般事業主行動計画 ・ 経営体制

� 社会とのかかわり

理想科学Webサイト

製品情報のほか、理想科学からのお知らせなど
最新情報を提供しています。

理想科学は報告書の信頼性および客観性を高めるために、
報告内容について第三者からご意見をいただき、そのご意見を報告書の制作に反映しています。
本年度も昨年までと同様に、テュフ ラインランド ジャパン株式会社による第三者検証審査を受けました。
今後も、報告内容の正確さ、わかりやすさを追求するとともに、開示情報の充実に努めていきます。

　理想科学は、2004年に「環境報告書」を発行し、以降、当社の
環境保全活動についてご報告してまいりました。2006年からは
タイトルを「環境経営報告書」と変更し、環境や社会とのかかわ
りが経営にどのように反映されているかを、わかりやすくお伝え
しています。本冊子版では2017年度に行った活動成果を中心
に簡潔にまとめることで、わかりやすい報告をめざしました。
　オフィス用プリンターとしては世界初となる国産米ぬかを使
用したインクの発売にあわせて、本冊子版の印刷にもライスイ
ンキを使用し、環境に配慮しています。
　本冊子版では掲載できなかった情報および過去から掲載し
ている情報については、Webサイト（http://www.riso.co.jp/）
で紹介しています。当社の事業活動をより詳細に報告するため
の「データブック」もWebサイトに掲載しています。

● 報告対象期間
2017年4月1日から2018年3月31日まで。ただし、この
期間以前もしくは以降の活動内容も一部含みます。

● 発行年月
2018年7月
※次回発行は2019年7月を予定しています。

● 参考としたガイドライン
「環境省環境報告ガイドライン2012年版」

● 期間中の主な変化
● 2017年10月　

 ・ カラースキャナーの搭載により、簡単・手軽な2色プリン
トが可能となった「リソグラフMFシリーズ」を発売

 ・ 毎分190枚で業界最速のプリントスピードを更新した
高速デジタル印刷機「リソグラフSF939G/939」を発売

 ・ 米ぬか油を使用したライスインクをカラーインク全22
色に新展開

● 報告対象範囲
国内については、理想科学工業株式会社および理想沖縄株
式会社の全事業所ならびに全営業拠点を報告の対象範囲と
しています。海外については、理想科学グループの生産拠点
を環境負荷データの対象範囲とし、非生産事業所の電力、燃
料（社有車燃料を含む）、水の使用量についても一部対象範
囲としています。なお、データ集計範囲が異なる場合があり
ますので、各データに記載の集計範囲をご覧ください。

● 冊子とWebサイト
理想科学は、環境経営、事業活動に関するより詳しい情報をWebサイトに掲載しています。

1. 審査の範囲及び目的並びに対象、審査の手続き、結論
　テュフ ラインランド ジャパン 株式会社（以下当審査機関という）
は、理想科学工業 株式会社(以下、組織と言う)が作成した『理想科
学 環境経営報告書 2018』及び『WEB掲載の環境データ』に関して、

●環境報告及び環境パフォーマンス、環境会計に関する情報に
て、算出、集計方法の合理性と数値の信頼性及び、記載内容の
妥当性

●環境報告にて、重要な情報が洩れなく開示されているか

について、独立した第三者機関の立場から審査を行いました。審
査目的は、その結果を報告し結論を述べることです。
　なお、審査基準として、環境省 環境報告ガイドライン及び環境報
告書作成基準、GRIが発行するレポート、を参考としていますが、ガ
イドラインへの準拠性を認証するものではありません。
　審査手続きを計画通りに実施し、審査の過程で要求した是正処
置が適切に実施されることを約束された結果、当審査機関は、『 
理想科学 環境経営報告書2018』及び『WEB掲載の環境データ』
が、一般に公正妥当と認められる環境報告書作成ガイドラインの
一般的報告原則に照らして、正確に数値算出されていると結論致
します。

2．審査総評
　昨年の第三者審査が対象とした「環境経営報告書2017」が、環
境省と一般財団法人地球・人間環境フォーラムの共催による第
21回環境コミュニケーション大賞の環境報告書部門において優
良賞を2018年2月に受賞されました。選考委員会の講評では、

「開発、製造、調達、営業サービス活動などの事業活動全般を通じ
て環境負荷の全体像を明らかにするとともに、事業活動ごとに豊
富な環境データ等を時系列で詳細に提供している」とされ、誠実
に環境経営情報を継続してきたことを評価されたものと考えま
す。今後は、社会的に開示が期待される新たなトピックスを採り入
れつつ、より一層に環境経営情報を充実されることを期待します。

【環境マネジメント関連】
今回の報告書で、優れている点及び望まれる点の主なものを述べ
ます。優れている点は今までに増して維持されることを、望まれる
点は今後に向けてさらに継続的改善を期待しています。

〈優れている点〉
●環境情報開示の基礎となるデータの集計プロセスが正確に運

営され、完成度が高まっています。ご尽力を高く評価します。
●2017年度の環境目標はすべて達成しています。
●環境負荷は年々変動します。増減理由に関して、適宜丁寧に分

析をされている姿勢は評価に値します。

〈望まれる点〉
●スコープ1（事業者自らの段階）からスコープ3（お客様の段階）

へ視点を転換していくことが一層求められています。使い勝手
の向上、インクの環境配慮充実などへよりスポットライトを当
てることが肝要でしょう。

●WEBで詳細なデータを図表1～29まで開示しています。経年変
化を継続的に見守ってきた意義深い面もありますが、良いタイ
ミングをとらえてより時宜を得たコンテンツへの差し替えも検
討することが望まれます。

【社会、ユーザーとの接点に関する取り組み】　
　特集として、教育現場の多様なニーズに応える取り組み、純正イ
ンクを用いることで実現する製品性能と環境性能の両立、につい
て触れています。重要な顧客である教育現場との接点を掘り下げ、
製品性能だけでなく、教育現場におけるユーザービリティ（有効
さ、効率、満足度）を向上させることを目指した取り組みを取り上
げたことを評価します。また、純正インクに代表される消耗品のサ
プライ事業についてユーザービリティの視点で開示した姿勢も評
価します。特に、米ぬか油を原料とするライスインクが黒1色から
基本色全22色に拡大し、消耗品において選択肢が増えたことは
喜ばしいことです。ユーザーが環境配慮を進める際の選択肢であ
り続けるためにも、環境に配慮した開発設計を理解しやすく開示
することを継続してください。

【環境会計関連】　
　環境会計情報の集計プロセスを有効に維持し、環境経営の継
続的な改善に有益な影響を与えていることを評価します。環境パ
フォーマンスと貨幣情報を対比する環境会計の原理を応用し、環
境配慮の経営戦略を支える環境会計システムに継続的に改善さ
れることを期待します。

以　上

審査報告書全文は、Webサイト上に掲載しています。

環境経営報告書2017 データブック

●掲載データ一覧
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2016年度環境目標と活動実績、および2017年度「全社環境取り組みの数値目標」

日本国内全体の環境負荷（2016年度）

日本国内の環境負荷　事業工程別（2016年度）

海外生産拠点の環境負荷（2016年度）

海外非生産拠点の環境負荷（2016年度）

使用済み製品と消耗品の回収量

使用済み製品の再資源化率

産業廃棄物および一般廃棄物の特殊最終処分率の推移

水の使用量の推移

PRTR指定化学物質の排出量および移動量の内訳

PRTR指定化学物質総使用量と排出量および移動量の合計の推移

PRTR指定化学物質排出量および移動量

国内全体の委託貨物輸送量内訳とモーダルシフト率の推移

委託貨物輸送によるＣＯ₂排出量の内訳

リターナブルラック使用率と使い捨て梱包材削減量の推移

環境教育実施内容と参加人数（2015年度）

2016年度の集計結果

コスト（投資額+費用額）の推移

経済効果（収益＋費用節減）の推移

環境会計の推移

サイトデータ（筑波事業所）

サイトデータ（霞ヶ浦事業所）

サイトデータ（宇部事業所）

サイトデータ（理想開発センター）

採用実績（国内）（新卒／中途）

採用実績（国内）（男／女）

労働災害発生件数および度数率・強度率

延実労働時間と労働損失日数

環境省「環境報告ガイドライン（2012年版）」対照表

環境関連データ

環境会計

主要事業所の環境データ
（サイトデータ）

社会関連データ

環境報告ガイドライン対照表

凡例について：
注…個別箇所の増減を説明
※…図表全体に関わる注記
＊…言葉の定義　　
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環境経営報告書
http://www.riso.co.jp/eco_report/

本冊子をPDFデータで掲
載しています。

� 環境経営報告書
 （本書）

・ 環境関連データ
・ 環境会計
・ 主要事業所の環境データ
・ 社会関連データ
・ 環境報告ガイドライン
 対照表
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「理想科学 環境経営報告書 2018」 第三者審査報告書
理想科学工業 株式会社
代表取締役社長　羽山 明　殿

2018年7月18日
テュフ ラインランド ジャパン 株式会社

代表取締役社長　トビアス・シュヴァインフルター

第三者審査報告書
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